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　参加アーティストの中で最年少のタオ・フイ（陶輝）は、京
都芸術センターの「アーティスト・イン・レジデンスプログラム
2017：京都芸術センター×A4	ART	MUSEUM（中国・成都）」の
招聘アーティストでもあります。今回彼は、《Excessive》（2015）
と《Talk	about	Body》（2013）の二つの映像作品を出展します。
《Excessive》は左手に6本目の「余分な」指をもって生まれた
少女とその両親の物語で、特異な身体についての価値観を
巡って翻弄される家族を描きます。《Talk	about	Body》は、ム
スリムの女性に扮したタオのモノローグによる作品で、彼自身
の身体についての自然人類学者による分析結果が読み上げら
れます。同様に身体の遺伝的な特徴や、演技することへの関
心がうかがわれます。
　京都へ来てから新作の制作にも取りかかるタオは、自身の記
憶から引き出されたイメージを元にエピソードを紡ぎ出すとい
います。構想しているのは、日本における9つの生活シーンか
ら構成するマルチ・スクリーンの作品。各シーンでは、それぞれ
サラリーマン、老婆、女学生などが登場し、電話の相手との会
話を中心として個々のエピソードが展開します。明倫小学校の
佇まいを残す京都芸術センターを気に入る彼は、館内も撮影の
舞台にしたいと考えている様子。展覧会と合わせて、新作のク
リエーションにも期待がかかります。

東アジア文化都市2017京都「アジア回廊 現代美術展」
会期：	8月19日（土）－10月15日（日）
時間：	京都芸術センター	10:00－20:00
	 元離宮二条城	8:45－17:00

（なお二の丸御殿台所・東南隅櫓は9:00-16:45、最終入城16:00）

会場：	京都芸術センター、元離宮二条城
出展作家：西京人、草間彌生、堀尾貞治＋現場芸術集団「空

気」、今村源、中原浩大、三嶋りつ惠、やなぎみわ、伊
藤存、宮永愛子、花岡伸宏、久門剛史、谷澤紗和子、
ヒスロム、中村裕太＋谷本研、キムスージャ、チェ・ジョ
ンファ、オ・インファン、ハム・キョンア、ミックスライス、
ヒョンギョン、ツァイ・グオチャン（蔡國強）、ヤン・フード
ン（楊福東）、ルー・ヤン（陸揚）、ヘ・シャンユ（何翔宇）、タ
オ・フイ（陶輝）

主催：	東アジア文化都市2017京都実行委員会、京都市
運営：	東アジア文化都市2017京都現代美術部門運営委員会
共同企画：京都芸術センター
問合せ：京都いつでもコール
　TEL：075-661-3755
※チケット情報はP2を、期間中のイベント等の詳細はウェブサイトを
ご覧ください	www.asiacorridor.org

東アジア文化都市2017京都

タオ・フイ（陶輝）
@制作室８

京都芸術センター 会場
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オ・インファン / Oh Inhwan
1965年ソウル生まれ、在住。社会的問題や文化的課題への関心か
ら、特定の空間と時間の文脈を利用した実験的で概念的な作品制作
や参加型プロジェクトを実施。また、自らの経験を元にしながら、家父
長制社会の中にある個人のアイデンティティと属するグループとの関
係性や、そこから形成された文化コードを翻訳し、解体するというプ
ロセスを重視した作品制作に取り組む。近年の主な個展に『Looking	
Out	 for	Blind	Spots』（Space	willing	N	dealing、Gallery	 factory、ソウ
ル、2014）、グループ展に『A	Room	of	His	Own:	Masculinities	 in	
Korea	and	the	Middle	East』（アート・ソンジェ・センター、ソウル、2014）、
「あいちトリエンナーレ2010」など。Korea	Artist	Prize	2015受賞。

アジア回廊 現代美術展

中村裕太＋谷本研 / Nakamura Yuta + Tanimoto Ken
2014年からゆるやかなユニットとしての活動を開始。個別に活動をする谷
本研（1973年神戸生まれ、滋賀在住。1998年京都市立芸術大学大学院美術研究科造
形構想修了）と中村裕太（1983年東京生まれ、京都在住。2011年京都精華大学芸術
研究科博士後期課程修了）が、表現することも”観光”ととらえながらプロジェク
トを行う。過去の展覧会に、街中に点在する路傍のホコラの生態系やそこ
に使用されるタイルに着目し、ツーリズムの視点で考察した『タイルとホコラ
とツーリズム』（Gallery	PARC、京都、2014）、タイルとホコラにまつわる資料・
文献を集め、収蔵庫〝ホコラテーク〟を出現させた『season2《こちら地蔵本
準備室》』（Gallery	PARC、京都、2015）、『北白川こども風土記』（北白川小学校編、
1959年）に導かれ、ポニーとともに白川街道を歩き、道中に出会う石仏に花
を手向けた『season3《白川道中膝栗毛》』（Gallery	PARC、京都、2016）がある。

タオ・フイ（陶輝） / Tao Hui
1987年雲陽県（中国）生まれ、北京在住。2010年四川美術学院修了。山村で生まれ
育ったタオは都市と農村の共存を重要なテーマとして掲げ、グラフィックアート、絵
画、インスタレーションなど幅広い表現方法と伝統文化や伝統技術を巧みに用い
ながら、急速に国際化・近代化する現代社会に対して批評的な作品を発表してい
る。近年行われた主な個展に『Now	&	Then』（Galerie	Untilthen、パリ、2016）、『New	
Directions:Tao	Hui』（UCCA、北京、2015）、主なグループ展に『The	Collection,	A	
selection	of	Chinese	works』（Fondation	Louis	Vuitton、パリ、2016）、『Essential	
Matters	‒	Moving	 Images	 from	China』（Borusan	Contemporary、イスタンブール、
2015）、「第18回Videobrasil」（サンパウロ、2013）など。

O h  I n h w a n  
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京都芸術センターと元離宮二条城を舞台にした本展がいよいよ幕を開けました！今月
号では、日中韓3ヶ国から京都芸術センター会場に出展する作家から3組をご紹介。
10月15日（日）までの約2ヶ月間、たっぷりとお楽しみください。

京都芸術センターと京都市立芸術大学が連携して実施してき
たアーティスト・イン・レジデンスプログラムの招聘アーティ

ストとして2011年に来日し、滞在制作を行ったオ・インファン。今
回はギャラリー南と制作室2で、鮮やかなピンク色が抜群に目を
引く《Looking	Out	for	Blind	Spots》を発表します。レジデンス中
には、個人の経験をあぶりだすような実験的なワークショップを
複数行ったオ。彼の視点は現代社会におけるパブリックとプライ
ベートな箇所を、極めて批評的に行き来します。

　中村裕太＋谷本研は、毎年夏に出現する不思議なアートユニット。
「ツーリズム」の観点から、全国有数の観光名所をあまた抱える京
都において、彼らはなぜそれを…？と首を捻るような、取り分けコア
なものに着目してきました。そんな彼らのリサーチはユーモアたっぷ
りに見えながらも、土地の歴史をもとに物品や文献資料を実直か
つ丁寧に扱います。今回発表する新作は、東アジアの国境を駆け
る壮大なもの。展示に先駆け、見どころをインタビューしました。

─本展に向けて進行しているプロジェクトはどのようなもので
しょうか。

　2014年から継続している「タイルとホコラとツーリズム」では、
主に京都の街中に点在する地蔵祠やそこに使用されるタイルな
どに注目してきました。今回は京都を飛び出し、東シナ海を取り
囲む境界的な島 （々対馬、沖縄、済州島、台湾）を巡りました。さらに、
それらのリサーチを元に作成した〈旅のしおり〉を持って、旅行者
たちに各地を再訪してもらうプロセスから、作品を立ちあげると
いうプロジェクトです。

─京都芸術センターで発表することへの意気込みをお聞かせく
ださい。

　これまで、毎年８月の地蔵盆の時期に合わせて、京都市内の
ギャラリーで展示をしてきました。４年目となる今年、奇しくも同
じ時期に、舞台を変えて発表させていただけることになりました。
各町内にテントが立てられ、祭壇がこしらえられて、普段とは違
う街が現れる地蔵盆のように、京都芸術センターの会場がハレの
空間のようになればいいなと思っています。

《Reciprocal	Viewing	System-2015》（2015）	Courtesy	of	the	Artists

《Talk	about	Body》（2013）

まんが：谷本研

09September 2017
Vol.208
発行│京都芸術センター
2017年 8月 20日

1



チケットぴあで取扱いのチケットは、電話、
ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブン・
イレブン、サークルＫサンクス）の専用端末
などからご利用いただけます。
WEB：http://t.pia.co.jp
TEL：0570-02-9999

演目：	延命袋、文荷、呂蓮、室町歌謡組曲
出演：	茂山千作、あきら、千三郎、千五郎、

忠三郎 ほか
料金：	前売2,500円／当日3,000円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京

都店、高島屋京都店、チケットぴあ
（Pコード：481-000）

※団体券2,200円（20名以上）は京都芸術セン
ターにて取扱

小さなオペラ『木の匙』
Co-programカテゴリーA（共同制作）採択企画。
日時： 12月8日（金）開場18:30開演19:00
	 10日（日）開場15:30開演16:00
会場：	講堂
演出：	乃村健一
出演：	乃村八千代、砂場拓也、武智朋子
料金：	一般前売3,000円／当日3,500円
	 学生前売2,000円／当日2,500円
チケット取扱：京都芸術センター
	 	 ※9月1日より販売開始
主催：乃村健一、京都芸術センター

東アジア文化都市2017京都
『日輪の翼』京都公演
日時：	9月14日（木）－17日（日）18:00
会場：	河原町十条 タイムズ鴨川西ランプ
	 特設会場（南区東九条柳下町）
演出・美術：やなぎみわ
料金：	全席自由席
	 一般前売3,500円／当日3,800円　
	 学生前売3,000円／当日3,500円
※東アジア文化都市2017京都「アジア回廊 現
代美術展」チケット（使用済み可)をご提示いた
だくと、当日券が前売価格となります。

※就学前のお子様はご入場できません
チケット取扱：京都芸術センター、ロー

ソンチケット0570-000-407（オペ
レーター対応 10:00－20:00）［Lコード：

51740］ http://l-tike.com/、ぴあ
0570-02-9999［Pコード：458-710］

※CoRichチケット、ハイウッドでの予約も可
主催：	東アジア文化都市2017京都実行

委員会、京都市、一般社団法人
MIWA YANAGI OFFICE

問合せ：ハイウッド
　TEL：03-3320-7217(平日11:00－19:00)
　E-mail：miwayanagioffice@gmail.com
　WEB：http://nichirinnotsubasa.com/

第248回市民狂言会
茂山忠三郎、襲名おめでとう！ 公演
日時：	12月8日（金）開場18:30 開演19:00
会場：	京都観世会館（左京区）

各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）
催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、TEL、FAXで事前に
お申込ください。チケット窓口でも受け付けます。
※ 印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です（制作支援事業は京都芸術
センターチケット窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外） その他、友の会特典詳細についてはウェブ
サイトをご覧ください
※各種年齢別・学生料金は要証明書呈示

東アジア文化都市2017 京都

東アジア文化都市2017京都
「アジア回廊 現代美術展」
会期：	8月19日（土）－10月15日（日）
	 京都芸術センター 10:00－20:00 

元離宮二条城 8:45－17:00（二の丸御殿台 
所・東南隅櫓は9:00-16:45、最終入城16:00）

会場：	京都芸術センター、元離宮二条城
出展作家：西京人、草間彌生、堀尾貞治＋現場

芸術集団「空気」、今村源、中原浩大、三
嶋りつ惠、やなぎみわ、伊藤存、宮永愛
子、花岡伸宏、久門剛史、谷澤紗和子、
ヒスロム、中村裕太＋谷本研、キムスー
ジャ、チェ・ジョンファ、オ・インファン、ハ
ム・キョンア、ミックスライス、ヒョンギョ
ン、ツァイ・グオチャン（蔡國強）、ヤン・フー
ドン（楊福東）、ルー・ヤン（陸揚）、ヘ・シャ
ンユ（何翔宇）、タオ・フイ（陶輝）

料金：［現代美術展］当日600円 
　　　［二条城入城＋現代美術展］
	 当日セット券1,200円 

※［現代美術展］のみのチケットの場合、二条
城への入城に別途料金が必要

※京都芸術センターは無料
チケット取扱：京都芸術センター ほか

［関連企画］
「茶の湯サロンいっぷく」による呈茶
日時：会期中の毎週火曜日15:00－19:00
料金：500円

主催：	東アジア文化都市2017京都実行委員会、
京都市

運営：	東アジア文化都市2017京都現代美術部
門運営委員会

共同企画：京都芸術センター
問合せ：京都いつでもコール
　TEL：075-661-3755
※イベント等の詳細はウェブサイトをご覧ください  
www.asiacorridor.org

※Topic01（P1）、Topic02（P4）もご覧ください

日本の音 入門 〈レクチャー・コンサート〉
聴いてみよう日本の曲
和の音の味わい方、お教えします。目からウロ
コのお話しと一流の演奏で知る、和楽器と邦楽
のオモシロさ。
日時：	9月17日（日）13:30開場／14:00開演
会場：	フリースペース
出演：	大木冨志、早瀬久恵、粟田彰輝、梶田和栄、

廣田彰鶴、丸毛順子、西澤美樹、小山菁山、
深井游山

ナビゲーター：小山菁山
プログラム：三曲合奏『松竹梅』、レクチャー〈日

本の音 入門 講座〉、古謡『さくら』（ワー
クショップ参加者による演奏）、箏と三絃『石
橋』、柳川三味線と歌『早舟』

料金：	無料
定員：	110名（先着順／要事前申込）
主催：	東アジア文化都市2017京都実行委員会、
	 京都市
問合せ：公益財団法人京都市芸術文化協会

京都学生アートオークション
京都の美術系大学で学ぶ学生のキャリア支援
を目的としたオークションを開催します。

プレビュー展示
会期：	9月25日（月）－29日（金）10:00－20:00
	 	 ※29日（金）のみ17:00まで
会場：	フリースペース
料金：	無料

オークション
日時：	9月30日（土）14:00－16:00(開場13:30)
会場：	フリースペース
料金：	無料
※オークションの落札金は全額出品者が受領します

主催：	京都学生アートオークション実行委員会
企画運営：株式会社AGホールディングス
問合せ：京都学生アートオークション実行委員会
　TEL：03-3465-3010

建築

建築S
シンポシオン

ymposion －日独仏の建築家による－
『かげろう集落〜日独仏の建築家が提案する

小さな公共空間群』
日独仏の若手建築家6組が、京都芸術センターの
グラウンドに9日間だけの仮設空間を創出します。
会期：	8月26日（土）－9月3日（日）10:00－20:00
※会期中無休・入場無料
会場：	グラウンド
監修：	五十嵐太郎（建築批評家、東北大学教授）
参加建築家：ドットアーキテクツ（マスターアーキ

テクト）、加藤比呂史、島田陽、スヴェン・
プファイファー、ルードヴィヒ・ハイムバッ
ハ、セバスチャン・マルティネス・バラ／
バンジャマン・ラフォール

［関連企画］

トークイベント①
日時：	8月26日（土）18:30－20:00
出演：	五十嵐太郎、高橋悟

オープニングパーティー
日時：	8月27日（日）16:00－20:00
出演：ドットアーキテクツ、地元の皆さん ほか

トークイベント②
日時：	8月28日（月）18:30－20:00
出演：	スヴェン・プファイファー、ルードヴィヒ・

ハイムバッハ ほか
※入場無料、事前申込不要

会場：	グラウンド（雨天時はフリースペース）
主催：	京都市、京都芸術センター、ゲーテ・イ

ンスティトゥート・ヴィラ鴨川、アンスティ
チュ・フランセ関西、ヴィラ九条山

※東アジア文化都市2017京都「アジア回廊 現代美術
展」特別連携事業

ダンス

アーティスト・イン・レジデンス プログラム2017
アラン・ミシャール＆マティアス・ポワソン
ワークショップ #1
街を歩き、文章や地図、写真などで体験を再現
します。5日間のワークショップで、都市や建築
と身体の関係性を探ります。
日時：	9月20日（水）、21日（木）、

25日（月）、26日（火）、27日（水）
18:00-21:00

料金：無料
定員：各回20名（先着順／要事前申込）
対象：	アートや建築、身体表現を学んでいる、

もしくは興味がある大学生、大学院生、
専門学校生

※歩きやすい靴、服装でお越しください

ニュイ・ブランシュKYOTO 2017
アラン・ミシャール＆マティアス・ポワソン

『プロムナード・ブランシュ・キョウト』
アラン・ミシャールとマティアス・ポワソンが考案
した、ユニークな散策に出かけましょう。参加者
は二人一組となり、一人が白くぼやける眼鏡を
かけ、もう一人が先導役となり街を歩きます。
日時：	10月6日（金）15:00／18:00／20:00
※各回約90分を予定
集合：	フリースペース
料金：	無料
定員：	各回27名（先着順／要事前申込）
対象：	8歳以上。二人一組での90分の街歩きが

体力的に可能な方。一人での応募も可
※歩きやすい靴、服装でお越しください

［関連企画］
展覧会『ヒッポカムポス・オブ・キョウト』
京都滞在中に制作した作品と、ワークショップ
参加者の作品を展示します。
日時：	10月6日（金）－11日（水）10:00-20:00
※10月6日のみ22:00まで
会場：	制作室11、インフォメーション（南館1階）
料金：	無料
主催：	京都芸術センター
製作：	LOUMA、-able
共同製作：京都芸術センター、アンスティチュ・

フランセ関西
協力：	ヴィラ九条山、京都造形大学、ブルター

ニュ地域圏・アンスティチュ・フランセ
※Topic03(P4)もご覧ください

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアーティ
ストによるワークショップ（参加無料・要事前申込）
※詳細はウェブサイトをご覧ください

VOGA 「旗揚げ20周年記念公演
『about XX』公開稽古」
VOGAの作品の色味である″音楽シーン″の公開
稽古。リズムに合わせたセリフと身体表現が組
み合わさって、シーンが出来上がる過程をご覧
ください。
日時：9月5日（火）19:30－21:00
会場：制作室6
定員：10名

Monochrome Circus
「グループ・インプロヴィゼーション」
個人の身体を感じること、自身の外側の環境を
感じることに意識を集中し、グループと個人の
関係性など、個の身体と周りの環境とで醸し出
される何ものかを体験してみましょう。日常の風
景が新鮮に感じられるかもしれません。
日時：	9月7日（木）19:00－21:00
会場：	制作室７
定員：	20名
※動きやすい服装でご参加ください

広田ゆうみ＋二口大学
「からだで本をよむ11」
物語の世界で遊んでみませんか。宮沢賢治の
童話を題材に、軽く声と身体をほぐして、声に出
してよんでみる、身体を動かしてみる、最後は
皆で小さな朗読劇をつくります。
日時：	9月15日（金）19:00－21:30
会場：	制作室12
定員：	10名
※動きやすい服装でご参加ください

三原聡一郎
「風を捉える電子工作ワークショップ」
小さなマイク素子を利用して風を感知する回路
を制作します。音は空気の振動と考えると風も
また同じです。音は人間が聞こえる範囲を指し、
風はそれよりも低く、皮膚で感じます。この原理
を基に、感知回路をブレッドボード上で組み立
て、会場周辺で風を探知してみましょう。
日時：	9月22日（金）19:00－20:00
会場：	制作室6
定員：	5名
対象：	小学生高学年以上（電子工作の知識不問。

回路図やパーツのルールを覚えたり、少し根気

が要ります）

京都フィロムジカ管弦楽団
「アンサンブルコンサート」
オーケストラの演奏を身近に感じていただける
よう。小編成のアンサンブルを披露します。小さ
いお子さんも歓迎です。
日時：	9月24日（日）13:00－14:00
会場：	制作室12
定員：	20名

ルドルフ
「『宇治拾遺物語』をお芝居にする」
説話集『宇治拾遺物語』から短い話をとりあげ、文
章を読みながらどんな風に人が動いたり会話して
いるか想像をひろげ、短いお芝居を作ります。
日時：	10月7日（土）14:00－16:00
会場：	制作室6
定員：	10名
持物：	筆記用具

制作支援事業

三原総一郎
「ART CAMP TANGO 2017 音のある芸術祭

展覧会『listening, seeing, being there』」
国内外のアーティストが丹後に滞在するなかで
構想した作品を展示します。
会期：	９月９日（土）－24日（日）のうち金土日祝
	 10:00－17:00
※18日（月・祝）のみ18:30まで
会場：	京丹後市立旧郷小学校（京丹後市網野町）
料金：	無料
問合せ：ART CAMP TANGO実行委員会事務局
　E-mail：info@artcamptango.jp

ルドルフ vol.5
『まつろはぬものの記 －探訪 宇治拾遺物語－』
説話集「宇治拾遺物語」を舞台化。昼・夜で別プ
ログラムを上演します。
日時：	10月12日（木）19:00
	 13日（金）14:00／19:00
	 14日（土）14:00／18:30
会場：	永運院（左京区）　　
料金：【昼公演】一般前売2,000円／当日2,200円
　　　　　　　学生前売1,500円／当日1,700円
　　　【夜公演】一般前売2,800円／当日3,000円
　　　　　　　学生前売2,300円／当日2,500円
問合せ：ルドルフ
　TEL：050-5215-5987
　E-mail：mercury@rudolf.kyoto.jp

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業および 印の共催事業・制作支援事業

登録料：5,000円
［入選作品展］
会期：	2018年1月13日（土）－2月12日（月・祝）
	 10:00－20:00
会場：	ギャラリー北・南

第37期制作室使用者募集
若手芸術家の活発な創作活動を支援する
ため、造形および舞台芸術作品の制作を行
う「制作室」（全12室）を提供します（審査有）。
使用期間：2018年4月1日（日）－9月30日（日）
使用料：無料
条件：
・	1申請につき使用期間は最大3ヵ月
・	新しい芸術表現を試み、継続的な活動
を展開していること

・	制作した作品を京都芸術センター以外の
場で発表する具体的な計画があること

・	市民との交流に対して意欲的であること
・	明倫ワークショップの実施
・	毎月実施の制作室連絡会への参加
募集期間：9月1日（金）－9月30日（土）〔必着〕

詳細は京都芸術センターで配布中
の募集要項および登録用紙をご
確認ください。ウェブサイトからの
ダウンロードも可。

KYOTO EXPERIMENT
京都国際舞台芸術祭2017
フェスティバルの運営を支えるサポートス
タッフと短期インターンシップを募集します。

［1］サポートスタッフ募集
舞台芸術やボランティア経験がなくても参
加可能。
活動期間：9月中旬－11月上旬
対象：	上記期間に5回以上参加可能な方

［2］短期インターンシップ募集
現場スタッフの一員として、スタッフの指
導を受け、活動。
研修期間：9月中旬－11月上旬
対象：	上記期間に必ず7日以上参加可能

な方
締切：	8月31日（木）〔必着〕
問合せ：KYOTO EXPERIMENT事務局
　TEL：075-213-5839(11:00－19:00)
　WEB：http://kyoto-ex.jp
※応募方法等、詳細は公式ウェブサイトにてご
確認ください。

Artist-in-Residence
Exchange Program：
ソウル・ダンス・センター
コレオグラファー募集
ソウルダンスセンター（SDC）とのエクスチェ
ンジプログラムにて、2018年6－7月にソウ
ルダンスセンターでリサーチ、クリエイション
に取り組むコレオグラファーを募集します。 
支援内容：
・	制作費1,800,000韓国ウォン（約175,000円
相当 ※2017年6月現在）

・	往復航空券（日本－韓国間） 
・	宿泊場所、スタジオの提供 
・	コーディネーターのサポート
締切：9月30日（土）〔必着〕

Artist-in-Residence
Exchange Program：ART SPACE
ビジュアルアーティスト募集
2018年4月－6月にART SPACE（シドニー・オー
ストラリア）でリサーチ、制作に取り組むビジュ
アルアーティストを募集します。オーストラリ
ア・アーツ・カウンシルとの連携プログラム。
支援内容：
・	制作費200,000円（内税）
・	往復の航空券（日本－シドニー間）
・	宿泊場所、スタジオの提供
・	コーディネーターのサポート ほか
締切：9月30日（土）〔必着〕

第4回「藝文京展」
今回は立体造形作品を募集します。限ら
れたスペースの中で、いかに多様な姿・か
たちを表すことができるのか。手元にとど
め、暮らしの空間に愉しさや豊かさをもた
らす、造形美とオリジナリティに富んだ立
体造形作品を期待しています。
募集分野：立体造形
テーマ：フォームとフィギュア
締切：	11月30日（木）20:00
審査員：伊勢信子（立体・造形作家、京都市芸

術文化協会評議員）、小清水漸（彫刻家）、
近藤髙弘（陶芸・美術家）、建畠晢（京
都芸術センター館長）、中ハシ克シゲ
（現代美術家）

応募資格：性別、年齢、国籍、所属、経歴
不問。個人のみ（グループでの応募は
不可）
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「弱法師」　国立能楽堂提供

東アジア文化都市2017京都	「アジア回廊	現代美術展」（8/19－10/15）

日本の音	入門	〈レクチャー・コンサート〉	聴いてみよう日本の曲

建築Symposion	－日独仏の建築家による－（8/26－9/3）
京都学生アートオークション	プレビュー展示

京都学生アートオークション	オークション

［明倫WS］VOGA	「旗揚げ20周年記念公演	『about	XX』公開稽古」

アーティスト・イン・レジデンス	プログラム2017
アラン・ミシャール＆マティアス・ポワソン
ワークショップ	#1

アーティスト・イン・レジデンス	プログラム2017
アラン・ミシャール＆マティアス・ポワソン
ワークショップ	#1

［明倫WS］Monochrome	Circus	「グループ・インプロヴィゼーション」

［明倫WS］広田ゆうみ＋二口大学	「からだで本をよむ11」 ［明倫WS］三原聡一郎	「風を捉える電子工作ワークショップ」

［明倫WS］京都フィロムジカ管弦楽団
「アンサンブルコンサート」
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京都観世会館で、恒例の「若手能」が上演された。
二十七回目となる今回のプログラムは、観世流	能

「弱法師」（シテ：深野貴彦／以下カッコ内氏名はシテ方）、	
観世流	舞囃子「巻絹」（吉田篤史）、観世流	舞囃子「生
田敦盛」（梅田嘉宏）、金剛流	舞囃子「紅葉狩」（金剛龍
謹）、大蔵流	狂言「萩大名」（山下守之）、金剛流	能「融」
（宇髙竜成）。「若手能」とは国立能楽堂が主催する公演
で、京都公演の今回は文字通り京都を中心に活動す
る若手シテ方たちが流派を超えて一堂に会し、競演す
る。流派のプライドを懸けた……というわけでもない
だろうが、「若手能」では毎回、舞台は普段よりもピリッ
とした空気に包まれる。対照的に観客側は、演者の応
援団であったり、「いろんな流派を見てみたい」という
初心者も多く、和やかな雰囲気に満ちている。今回も
例に漏れず、観客が入れ替わり立ち替わりする中、い
ずれの演者も緊張感と迫力のある舞台を見せてくれ
た。この「緊張感」は一方で、「若さ」とも言えるかもし
れないが。
さて、能を観るにはいくつかコツのようなものがある。
もちろん、何の予備知識ももたずにそのものを楽しむの
もいいが、ストーリーを前もって知っておくだけで得るも
のが二倍にも三倍にも感じられることは少なくない。ご
存知の通り、能は登場人物、舞台装置、小道具、セリフ、
全てが極限まで削ぎ落とされた歌舞劇であるからだ。

架空の国を想像し、その世界で戯れることは、どこま
でも切実な営みになり得るのかもしれない。そう考えて
しまうほどに、笹岡由梨子の『Hello	Holy!』展はヒリヒ
リとした現実感に満ちていた。
鑑賞者が最初に目にする映像作品《Hello	Holy!》は、
笹岡の国のアイデンティティに関わる昔話と言うべきだ
ろう。冒頭、ブレーメンの音楽隊を思わせる動物たち
の演奏に合わせ、歌う人びとが描写される。指揮者で
ある一人の人物が部屋を去ると、残された二人は悪巧
みをし、チョコレート製と思しき仏像の両手をかじって
しまう。事態を察知した指揮者が現場へ戻ったとき、部
屋は無秩序に乱れ、二人の容貌は変わり果てていた。
彼らの身に起こる恐ろしいことが示唆されるや否や、
仏像はどこかへ飛び去ってしまう。
ここまで書けば、言いつけを破った者たちが、悪戯
の報いとして手痛いしっぺ返しを食らうという、よくある
寓話的なストーリー展開でしかない。しかし、その後に
続く、指揮者の愛犬「コナツ」と、それに付随する各描
写が、日本風の名前も相まって奇妙な現実味を作品に
付与している。加えて、全編を通して現れるシャガール
の絵、亀の交尾、ローラースケートなどのモチーフによ
り、一筋縄ではいかない解釈の可能性が開かれる。
その隣に設置された《ark》では、船の丸窓の形をし
たスクリーンに、花が咲き、動物たちの憩う楽園の様
子が映し出されている。やがて動物たちが画面から消
えると、タコの絵柄の描かれた巨大な船が侵入してくる。
《Hello	Holy!》の終盤にも登場するこの船は、楽園の

第二十七回 若手能京都公演
7月8日（土）

京都観世会館（京都市左京区）

笹岡由梨子『Hello Holy!』
7月8日（土）－23日（日）

京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA（京都市中京区）

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　9 / 1 ▲ 9 / 30

若手シテ方の技を味わう

国を建てるということ伝統

美術

宇都宮ゆう子

雁木聡

たとえば「弱法師」は、讒言によって父に捨てられ盲
目の乞食になった少年俊徳丸と、自分の過ちに気付い
た父親が、天王寺の境内で再会するという物語である。
実にシンプルなストーリーだ。だからこそ、前知識があ
ると、演者の仕草の一つひとつに意味を見いだすこと
ができる。
物語のハイライトとなるシーンにしてもそうだ。盲目

となった俊徳丸は、天王寺への参拝を重ねついに心眼
を得た、という錯覚に陥る。「錯覚」というのは「見るぞ
とよ、見るぞとよ」と興奮し、浮かれた結果、周りの群
衆にぶつかり、転び、自分が未だ盲目であることを体
で思い知らされるからだ。この場面を名人が舞うと、賑
やかな天王寺の境内や行き交う群衆の姿、そして俊徳
丸の絶望の様子が浮かび上がってくるのだという。
そういう意味では「弱法師」は特に演者の技量が試さ
れる演目だといってもいい。筆者にとっても最も楽しみ
にしていた演目だった。
今回の深野氏は、見事に演じきったと思う。父と付か
ず離れず巻間に消えて行く様子は、出会えたことによ
る一抹の不安も垣間見え、余韻を感じさせた。しかしま
た、時を経ての氏の「弱法師」も見たい。これは観能の
醍醐味でもある。

終焉ないしは綻びを匂わせていた。
あるいは、物理的な苦痛に耐える現実の身体を晒す

ことで、虚構の世界にひび割れを生じさせる作品も見
られた。《anthem》では、とぼけた顔の犬の上半身像
を、ある人物が滝に打たれながら必死で支えている。
その両脇には、「ホロル語」の単語が次 と々提示され、
外国語教材のように、少し間を空けて2回ずつ発音され
る。巻き舌を多用する発音の面白さと、その意味を理解
できないもどかしさとの間で、鑑賞者はある種の身体
的な抵抗感を味わうこととなる。こうした、もどかしさに
よって生じる抵抗感は、例えばディスプレイ上の中心部
分がチョコレートで覆い隠された《Chocolate	Buddha》
や、十戒と思しきホロル語の文句が、紙芝居のように繰
り出される作品《command	Ⅹ》にも共通していた。
展示室を出た先の廊下の、《Hello	Holy!のためのド

ローイング》の中に、「国家がある限り、自由は無い。国
家の消滅が自由を打ち立てる。」という文言が意味あり
げに掲げられていた。
とはいえ、国家が自由を奪い取る存在であること、
あるいは国家がフィクショナルな儚い共同体でしかな
いと暴き出すことが、本作品群の核にあったのではな
い。むしろ、フィクションに生きる滑稽さを十分自覚し
た上で、逃れられない現実を強く浮かび上がらせる手
際の良さこそ、注目に値するものであったと言えよう。

うつのみや　ゆうこ／フリーライター、編集者●８月末に、編集協力をし
た『伊勢の陰陽師が教える「開運」の作法』（一宮寿山著、三笠書房刊）が発売
されます。ご一読いただけるとうれしいです。

かりき	さとし／高等学校教員●韓国のアーティストグループ・Part-time	
Suiteの個展『私を待って、墜落する飛行船の中で。』が、ARTZONEにて
8月より開催されます。今回も翻訳で関わっていますが、前回よりも日本
語としての自然さを追求したいところ…。

新しい驚きに満ちた音楽に出会うと、静かな興奮に

包まれる。今で言うならアトランタ発祥のトラップやシカ

ゴ発祥のジュークにはワクワクするし、エレクトロニック

ミュージックの世界からも実験性に富んだ音楽が生ま

バー、結音茶舗で行われたライブ。この日は秋田ゴール

ドマンが不在であること、お店の特性上ほぼ生音であっ

た（YOSHIMIOの声のみがマイクを通されていた）こともあって、

よりコアな状態を感じられる機会となった。演奏は、淡々

としたなかはじまる。太古から未来まで脈 と々、延 と々続

くように思われるシタールの音色、それを彩る濱元智行

のフレームドラム。YOSHIMIOのボイスは、明確な言葉

はないが、物語を語っているようだ。そしてそれは、ここ

ではないどこか、ではなく、白昼夢的ではあるものの今

に密接した物語。約1時間の演奏は、没頭する長大な小

説であり、鮮やかな短編映画であり、美しいコンテンポラ

リーダンスでもあった。インド音楽という伝統と、“新しい”

への志向が重なり合う、ポスト辺境音楽とも言える境地。

SAICOBABはオルタナティブであること、あり続ける

ことを実践しているが、決してそれを標榜しているので

はなくあくまで結果なのかもしれない。常に驚きに満ち

ていて、普遍性があるもの、それだけを突き詰めている

れている。バンドというフォーマットで考えると、ロバー

ト・グラスパーに代表されるジャズの革新も興味深い。

SAICOBAB（サイコバブ）もまた、これまでにない感触を味

わわせてくれる。　

ボアダムスやOO IOOとして国内外で活躍する

YOSHIMIOとシタール奏者YOSHIDADAIKITIが中心と

なって90年代末に結成されたグループがSAICOBABだ
（これまでにpsychobaba、saicobabaといった表記でも活動。とき

にタブラ奏者のU-zhaanも参加するなど、メンバーやコンセプト

の違いはあれど同一のグループとなる）。現在は“爆音のデス

ジャズ”を世界中で響かせるSOIL&"PIMP"SESSIONS

のベーシストである秋田ゴールドマンと、ガムラン／パー

カッション奏者として滞空時間などに参加する濱元智行

を迎えた4人編成として活動。これまでは即興演奏によ

るパフォーマンスを行ってきたが、現行メンバーになって

以降は楽曲を制作、演奏する形をとっている。

大阪・谷町六丁目、長屋の建ち並ぶ一角にある日本茶

結果として。こういった希有な音楽体験は、より純粋な

状態、開かれた状態であってほしい。静かな興奮は、そ

ういう場所にあるのだから。

SAICOBAB LIVE
5月5日（金）

結音茶舗（大阪市中央区）

まだ見ぬ物語が立ち上がる

音楽

中谷琢弥
なかたに　たくや／ライター●原稿を書きながら、物語の部分で思い起こ
していたのは古川日出男「アラビアの夜の種族」でした。SAICOBAB＠朝
霧ジャムには辿り着きたいところ。

図書室休室日：9月29日（金）
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アーティスト・イン・レジデンス プログラム2017
アラン・ミシャール＆マティアス・ポワソン

『プロムナード・ブランシュ・キョウト』
日時：	10月6日（金）15:00／18:00／20:00	※各回約90分を予定
集合：	フリースペース
料金：	無料
定員：	各回27名（先着順／要事前申込）
対象：	8歳以上。二人一組での90分の街歩きが体力的に可能な方。
	 一人での応募も可
※歩きやすい靴、服装でお越しください

［関連企画］ 展覧会『ヒッポカムポス・オブ・キョウト』
日時：	10月6日（金）－11日（水）10:00-20:00	※10月6日のみ22:00まで
会場：	制作室11、インフォメーション（南館1階）
料金：	無料

主催：	京都芸術センター
製作：LOUMA、-able
共同製作：京都芸術センター、アンスティチュ・フランセ関西
協力：	ヴィラ九条山、京都造形芸術大学、ブルターニュ地域圏・アンス

ティチュ・フランセ

ニュイ・ブランシュKYOTO 2017
「ニュイ･ブランシュ（白夜祭）」は、パリ市が毎秋行う一夜限りの現代
アートの祭典です。姉妹都市である京都市では、市内各地で無料で
楽しめる現代アートのイベント「ニュイ・ブランシュKYOTO」を2011年
より開催しています。「ニュイ・ブランシュKYOTO	2017」は「ランドス
ケープ×ムーブメント」をテーマに、10月6日（金）に開催されます。

東アジア文化都市2017 京都

「アジア回廊 現代美術展」
アートマネジメントの現場から

アーティスト・イン・レジデンス プログラム2017　ニュイ・ブランシュKYOTO 2017　

アラン・ミシャール＆マティアス・ポワソン
『プロムナード・ブランシュ・キョウト』 
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─インターンを始めたきっかけを教えてください。

佐々木：通っている大学ではフランス美術を専門
に学んでいます。でも授業で紹介された東アジア
の現代美術がとても面白くて、教授の紹介もあり、
やってみようと思いました。

シュウ：中国の大学で日本語学科を卒業し、京都
の大学院で東洋哲学を学んでいました。もともと
日中韓3カ国の関係性に興味があります。昨年開
催された「古都祝奈良—時空を超えたアートの祭
典－」（東アジア文化都市2016奈良市コア期間プログラム）

振付家のアラン・ミシャールと造形作家のマティアス・ポワソンは、
フランスを拠点に世界各地で都市と身体をテーマに創作を続

けています。彼らはあらゆる感覚を使って街を歩き、その体験を絵や
地図、文章に置き換えます。
　都市での創作活動の際、彼らは現地の人たちと共に街を歩くこと
を大切にしています。今回の京都滞在中もワークショップを開催し、
アーティストである二人が何を感じているかを紹介すると同時に、そ
こに住む人たちがどのように街を知覚しているのかを探ります。さら
に、街を歩いた時の感覚を、絵や音、文章などで表現し、それらを集
めて「感覚から地図を生み出す」ことを試みます。
　アラン・ミシャールが考案したユニークな散策、『プロムナード・ブラ
ンシュ・キョウト』では、参加者は二人一組となり、一人が白くぼやけ
る眼鏡をかけ、もう一人が先導役となり街を歩きます。「ブランシュ」と
はフランス語で「白」という意味。視覚を制限し、嗅覚や聴覚、触覚を
駆使したとき、どのような風景が浮かんでくるのでしょうか。
　展覧会『ヒッポカムポス・オブ・キョウト』では、彼らが京都滞在中に
制作した作品を展示します。「ヒッポカムポス」とは脳の記憶に関わる
器官である「海馬」を意味し、街を歩いた記憶を目に見える形に置き
換えます。彼らの感覚や住民との交流からどのような地図が生み出さ
れるのか、ぜひご覧ください。

を見たこともあり、応募しました。

チェ：中国から交換留学生として京都に来ました。
日本の近代文学について勉強しています。1年間
の滞在をより充実させたいと思ってたところ、大学
でインターン募集のチラシを見かけてチャレンジし
ました。

─普段はどのような仕事を担当していますか？

佐々木：web媒体での広報補助をしています。内
覧会の出欠リスト作成や、作品のキャプションをま
とめたりなど、細かな作業も行います。

シュウ：通訳・翻訳などアーティストとのコミュニ
ケーションを手伝うのが主な仕事です。映像作品
の字幕制作補助もやっています。

チェ：通訳や設営補助をしています。インターンは

プログラムの中で出展アーティストへインタビュー
をするという課題があり、今から何を聞こうか考え
ています。

─「アジア回廊 現代美術展」について、出展アー
ティストの印象的なエピソードや見どころをお願い
します。

佐々木：7月に行われた『日輪の翼』公開クリエイ
ションがとても盛り上がったので、9月の本番もと
ても楽しみ。草間彌生さんや宮永愛子さんの作品
を改めて京都で見れるのも嬉しいです。日 ア々ー
ティストが真横で会話をしているこの状況が凄い
なと思っています。hyslomが二条城の床下で録
音を試みたりと、本当にビックリする出来事ばか
りです。

シュウ：二条城の城内をここまで大規模に使うイ
ベントは初めてのはず。世界遺産をただ保存する

だけでなく、積極的に面白く使っていこうとするの
は京都ならではの視点だと思います。ヤン・フード
ン（楊福東）さんの斬新だけどどこか懐かしい気が
する映像作品や、ハム・キョンアさんの北朝鮮の
アーティストと協働するアプローチがとても面白く
て、彼らの作品が楽しみです。

チェ：タオ・フイ（陶輝）さんはとても繊細で、周囲を
よく観察している人。私も彼も決して口数が多い方
ではないのですが、言葉でなく雰囲気で心地よい
コミュニケーションができます。地元（四川省成都市）
では中国の現代美術に触れる機会が少なかったの
で、毎日新鮮。ぜひ中国の大学生にも展覧会を見
てほしいです！

観客とフェスティバルの橋渡しをする重要な役目を担うインターンの
皆さん。国際色とても豊かで、スタッフ間の交流もまさしく「東アジア
文化都市」です。 平野春菜（アートコーディネーター）

スマートフォンの地図が目的地まで案内してくれる今、身体の感覚や人に導かれて街を歩くこと
は滅多にないのではないでしょうか。秋の夜長にちょっと変わった散歩をお楽しみください。

奥村麻衣子（アートコーディネーター）

東アジア文化都市2017京都「アジア回廊	現代美術展」を支
えるインターンの皆さんは、キュラトリアルコースと広報コー
スに分かれて、設営準備や広報業務を日々サポートしてい
ます。その中から佐々木苑朱さん、シュウ・スミン（周思敏）さ
ん、チェ・シ（車実）さん3名に、舞台裏から展覧会の魅力を
語っていただきました。普段はあまり表に出ることのない彼
らの活動を紹介します！

京都芸術センターのアーティスト・イン・レジデンスプログラムで9月下旬から京都
に滞在する、アラン・ミシャールとマティアス・ポワソン。ミシャールは、2001年度の
レジデントアーティストとしてヴィラ九条山に滞山していました。ニュイ・ブランシュ
KYOTO	2017では、参加型パフォーマンス『プロムナード・ブランシュ・キョウト』と、
展覧会『ヒッポカムポス・オブ・キョウト』を実施します。

チェ・シ（車実）さん佐々木苑朱さん

Tokyo	©Junya	Suzuki

carte_yokohama	©Mathias	Poisson

シュウ・スミン（周思敏）さん

※Topic01（P1）、イベント情報（P2）もご覧ください

※イベント情報（P2）もご覧ください

4

交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／
阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。

○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・
談話室・チケット窓口　　　　　	……… 10:00－20:00

○カフェ	……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室	 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　		twitter：@Kyoto_artcenter
　		http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　		twitter：@Kyoto_artcenter

京都芸術センター窓口、もしくは下記ウェブサイトより
ご注文いただけます。
http://www.kac.or.jp/shop/

NEW INCUBATION 8
伊藤隆介×中田有美

『ジオラマとパノラマ
̶Diverting Realities』
展覧会カタログ 定価 500円（税込）


